
　

理
事
会
が
令
和
４
年
５
月
９
日
（
月
）、

書
面
に
よ
る
評
議
員
会
が
５
月
27
日
（
金
）

に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
理
事

会
と
評
議
員
会
で
は
令
和
３
年
度
事
業
報
告

や
収
支
決
算
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
理
事
・
監
事

の
改
選
、
任
期
中
の
退
任
に
よ
る
評
議
員
の

変
更
が
審
議
、
承
認
さ
れ
、
新
た
に
11
名
の

理
事
と
３
名
の
監
事
、
３
名
の
評
議
員
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
５
月
30
日
（
月
）、
新
理
事
に
よ

る
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
互
選
に
よ
り
理
事

長
に
木
村
佳
史
理
事
が
就
任
、
副
理
事
長
に

大
谷
武
理
事
、
嘉
田
眞
典
理
事
、
八
十
川

一
三
理
事
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
役
員
の
皆
様
、
協
会
運
営
に
ご
尽
力

を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
任
役
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

和
田
前
理
事
長
の
退
任
を

受
け
て
、
新
し
く
理
事
長
に

就
任
し
ま
し
た
木
村
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

平
素
は
、
未
だ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
終
息
が

見
え
な
い
な
か
、
齋
藤
兵
庫
県
知
事
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
福

祉
部
の
職
員
の
皆
様
、
市
町
障
害
者
福
祉
団
体
の
会
員
の
皆

様
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
、
当
協
会
の
事
業
推
進
に
格
別
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
し
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
・
障
害
者

総
合
支
援
法
・
障
害
者
差
別
解
消
法
等
が
制
定
・
施
行
さ
れ
、

障
害
者
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
障
害
者
に
対
す
る
認
識
不
足
や
差
別
意
識
・
偏
見
等
は

社
会
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
協
会
は
公
益
財
団
法
人
移
行
後
10
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
内

の
障
害
者
を
は
じ
め
、県
内
外
の
福
祉
団
体
と
手
を
携
え
て
、

障
害
者
差
別
の
解
消
と
障
害
者
福
祉
の
充
実
向
上
に
向
け
て

更
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
も
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
誰
も
が
ど
こ
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
地
域
生
活
が
保
障
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
当
協
会
に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新理事・監事

理 事 長 県肢体協 木 村 佳 史

副理事長 県 視 協 大 谷　　 武

副理事長 県 聴 連 嘉 田 眞 典

副理事長 阪 神 北 八十川　一　三

理　　事 阪 神 南 松 本 有 容

理　　事 北　 播 稲 見 彰 奏

理　　事 姫　 路 榿　　 隆 子

理　　事 西　 播 森 田 德 治

理　　事 但　 馬 平 岡 信 男

理　　事 丹　 波 谷　　 和 義

理　　事 淡　 路 鵜 尾 恭 行

監　　事 県肢体協 杉 田 倶 子

監　　事 県 視 協 七　村　千里男

監　　事 県 聴 連 増 田 雅 博
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を
張
っ
て
お
く
と
傷
や
衝
撃
か
ら
画
面
を
守

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
タ
ン
ド
（
写
真
下
）

　

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
と
手
が
疲
れ
た

り
、
無
理
な
姿
勢
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

な
い
で
す
か
？
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
を
使
え
ば

好
き
な
位
置
や
角
度
で
固
定
で
き
、
楽
な
姿

勢
で
操
作
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
イ
ヤ
ホ
ン

　
「
ス
マ
ホ
の
音
が
小
さ
く
て
聞
こ
え
に
く

い
」「
思
い
切
り
歌
や
動
画
を
楽
し
み
た
い

け
れ
ど
周
囲
に
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
。」
そ

ん
な
時
は
ス
マ
ホ
用
の
イ
ヤ
ホ
ン
が
便
利
で

す
。
ス
マ
ホ
で
は
無
料
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
使
っ
て
ラ
ジ
オ
や
動
画
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
の
活
用
に
つ
い
て
の
相
談
は
障
害

者
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
相
談
窓
口
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８

－

８
５
５

－

８
７
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８

－

２
４
２

－

４
２
６
０

地
域
に
講
師
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、
３

～
５
名
程
度
の
少
人
数
で
行
い
ま
す
。「
基

本
的
な
操
作
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
教
え
て
ほ
し

い
」「
対
面
で
操
作
を
聞
き
た
い
」
と
い
う

方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

講
師
派
遣
や
会
場
使
用
料
な
ど
の
費
用
は

当
協
会
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
ス
マ
ホ
の
操

作
に
困
っ
て
い
る
方
や
、
大
人
数
の
教
室
に

は
参
加
し
づ
ら
い
と
い
う
方
も
是
非
お
気
軽

に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
入
門

講
座
を
希
望
さ
れ
る
市
町
、
団
体
、
グ
ル
ー

プ
等
は
、
当
協
会
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
ス
マ
ホ
活
用
情
報
】
ス
マ
ホ
で
使
え
る

便
利
な
グ
ッ
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
用
の
保
護
ケ
ー
ス
や
周
辺
機
器
な

ど
、
ス
マ
ホ
で
使
え
る
グ
ッ
ズ
が
た
く
さ
ん

出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
マ
ホ
が
よ
り
便

利
に
安
心
し
て
使
え
る
お
役
立
ち
グ
ッ
ズ
を

紹
介
し
ま
す
。

液
晶
保
護
シ
ー
ト
（
写
真
上
）

　

ス
マ
ホ
は
液
晶
画
面
が
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
衝
撃
に
よ
っ
て
傷
が
出
来
た

り
、
割
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
心
配
で

す
よ
ね
。
そ
ん
な
時
は
画
面
に
保
護
シ
ー
ト

る
、
あ
い
ま
い
な
表
現
は
避
け
一
度
に
た
く

さ
ん
の
内
容
を
詰
め
込
ま
な
い
な
ど
、
入
門

講
座
で
の
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
方
法
に
加

え
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
決
め
つ
け

ず
、
ご
本
人
の
意
思
を
確
認
し
尊
重
す
る
大

切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
を
受
講
し
た
方
は
、
障
害

者
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
の
講
師
や

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
、
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
講
座
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
。

障
害
者
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

を
県
内
各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
協
会
で
は
、
障
害
者
を
対
象
と

し
た
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
を
県
内

各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
あ
っ
た

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報

の
入
手
、
電
子
申
請
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の

参
加
な
ど
生
活
の
中
で
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
や
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
な

い
障
害
者
へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

障
害
者
の
デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消
の
た
め
、

当
協
会
で
は
県
の
委
託
を
受
け
、
障
害
者
を

対
象
と
し
た
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
の
相
談
窓

口
の
開
設
及
び
、
無
料
で
機
器
や
ア
プ
リ
な

ど
の
基
本
的
な
操
作
を
学
べ
る
入
門
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

講
師
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象
と
し
た
福
祉

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
障
害
者
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ

ン
入
門
講
座
の
実
施
に
際
し
て
、
講
師
や
サ

ポ
ー
タ
ー
を
対
象
に
障
害
に
応
じ
た
配
慮
等

を
学
ぶ
研
修
会
を
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

　

県
障
害
福
祉
課
よ
り
、
障
害
者
の
支
援
制

度
や
現
状
を
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
身
体
障

害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
の
各
障
害
者
団

体
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
配
慮
や
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
別
に
困
る
事
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
受
講
者
の
代
わ
り
に
メ
モ
を
取
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今
年
は
滋
賀
県
米
原
市
（
Ｊ
Ｒ
米
原
駅
か

ら
徒
歩
７
分
・
駐
車
場
３
６
０
台
無
料
）
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
兵
庫
県
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

参
加
者
の
募
集
に
際
し
ま
し
て
は
、
兵
庫

県
内
の
市
町
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
の
皆
さ

ま
に
は
、
い
ろ
い
ろ

と
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
の
主
催
で
、
日
身
連
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
福
祉
大
会
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
相
談

員
研
修
会
が
令
和
４
年
11
月
10
日
（
木
）
に

滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
（
米
原
市
）

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
部
は
福
祉
大
会
と
し
て
主
催
者
挨
拶

か
ら
は
じ
ま
り
、
来
賓
祝
辞
等
式
典
、
さ
ら

に
は
、
前
年
度
決
議
処
理
報
告
、
大
会
宣
言
、

大
会
決
議
の
採
択
が
行
わ
れ
、
続
く
第
２
部

で
は
、
相
談
員
研
修
会
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

3 2022年（令和４年）7月

H Y O S H I N K Y O



招
き
し
、
ま
ず
聴
覚
障
害
の
種
類
や

困
り
ご
と
、
ご
自
身
の
体
験
談
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
声
が
聞

こ
え
に
く
く
て
も
口
の
動
き
や
身
振

り
、
文
字
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
音

声
文
字
変
換
ア
プ
リ
な
ど
、
様
々
な

手
段
を
同
時
に
使
っ
て
意
思
疎
通
を

図
る
「
ト
ー
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
学
び
、
参
加
者

同
士
で
筆
談
で
の
会
話
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
苦
戦
し
な
が
ら
も
「
こ
れ
で

わ
か
る
？
」
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

聞
こ
え
に
く
い
人
に
対
し
て
、
手
話

以
外
に
も
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

法
が
あ
る
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
に
は

「
今
度
か
ら
実
際
に

声
を
か
け
て
み
る
」

と
の
感
想
を
い
た
だ

き
、「
み
ん
な
の
声

か
け
運
動
」
が
よ
り

良
い
活
動
に
な
る
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の

推
進
員
地
域
会
議
は

あ
と
二
回
、
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次

第
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。

　

み
ん
な
の
声
か
け
運
動
推
進
員
の

活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
実
施
し

て
い
る
推
進
員
地
域
会
議
を
、
た
つ

の
市
と
神
戸
市
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

六
月
八
日
（
た
つ
の
市
会
場
）
は

「
車
い
す
に
乗
っ
て
み
よ
う
、
押
し

て
み
よ
う
」
と
題
し
、
車
い
す
の
補

助
だ
け
で
な
く
、
普
段
あ
ま
り
機
会

の
な
い
乗
車
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
講
師

で
、
ご
自
身
が
車
い
す
常
用
者
で
あ

る
久
保 

秀
男
（
く
ぼ 

ひ
で
お
）
講

師
よ
り
、
補
助
の
際
の
注
意
点
や
車

い
す
常
用
者
の
生
活
に
関
す
る
話
を

お
聞
き
し
、
自
分
の
住
む
ま
ち
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
ス
ラ
ロ
ー

ム
や
狭
い
道
、
段
差
の
上
げ
下
ろ
し

に
挑
戦
し
、
補
助
の
コ
ツ
を
習
得
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
来
て
下

さ
り
、
夕
方
と
夜
の
二
度
、
ニ
ュ
ー

ス
番
組
に
て
放
映
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
六
月
十
六
日(

神
戸
市
会

場)

で
は
「
筆
記
で
伝
え
て
み
よ
う
」

と
題
し
、
耳
の
不
自
由
な
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

兵
庫
県
難
聴
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NHK記事
動画はこちらからご覧いただけます。
https://www3.nhk.or.jp/lnews/kobe/
20220608/2020018376.html

　自分の住んでいる街を誰もが暮らしやすい環境にするために、私たち一人一人にできることは何でしょう？
　誰かが困ってたら、皆が声をかけて助け合う「みんなの声かけ運動」について地域の皆さんに広く知ってもらい、考えるきっかけになるポスター
を募集しています。
　絵を描くことが大好きな兵庫県在住の小・中・高・特別支援学校の方、ぜひご応募ください。
　ご応募いただいた作品は、兵庫県関係機関での掲示や機関紙、当協会HPなどで広く発信させていただきます。

１．応募作品のテーマ：「誰もが暮らしやすい街をめざして」に関すること
２．応 募 作 品 の 規 格：①　サイズ　画用紙八つ切、画用紙四つ切り程度のもの　　②　画材・色彩　自由
３．応募・お問合せ先：〒651-0062　神戸市中央区坂口通2丁目1-1　
　　　　　　　　　　　（公財）兵庫県身体障害者福祉協会　担当：原田（ハラダ）　
　　　　　　　　　　　TEL:078-242-4620　  Mail:koekake@hyoshinkyo.jp
４．応 募 方 法：下記フォームに記入の上、作品の裏に張り付けて郵送してください。

フリガナ フリガナ

年
氏　名 学　校

ＴＥＬ 住　所
〒

HPや機関紙等に記載して良いもの全てに
〇をつけてください 氏名　　学校名　　学年　　作品コメント　　全て不可

作品コメント
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